
P2M講習会・P2M資格試験のご案内

P2M講習会の変更（ 2018年度から）

略称 資格名称（和名／英語名） 資格要件 合格者数

PMC
プロジェクトマネジメント・コーディネータ

Project Management Coordinator

P2Mにおけるプロジェクトマネジメ

ントの知識を修得
4,774名

PMS
プロジェクトマネジメント・スペシャリスト

Project Management Specialist

プログラムマネジメントを含むP2M

全般知識を修得
6,712名

PMR
プログラムマネジャー・レジスタード

Program Manager Registered

プログラム・プロジェクトマネ

ジャーに必要なP2M実践力を保有
110名

P2M資格

P2M資格試験と講習会
資格試験（回数） 試験方法 講習会

PMC資格試験

（年6回 奇数月）

CBT試験 50問（75分）

※CBT(Computer Based Testing)試験

PMC講習会

（年6回 奇数月、4日間）

PMSプログラム試験

（年3回 6月10月2月）
CBT試験 50問（75分）

PMSプログラム試験対策講座

（年６回、２日間）

PMS資格試験

（年3回 6月10月2月）
CBT試験 100問（150分）

PMSプログラム試験対策講座

とPMC講習会を受講

PMR資格試験

（年１回 11月1月）

一次試験（論述、面談審査）

二次試験（モジュール試験、面談審査）

PMR養成研修

（年3回、1日）

P2M
Program & Project Management 
for Enterprise Innovation

（合格者数は2025年12月時点の数値）

【変更点】PMS講習会、PMSプログラム講習会を廃止
PMSプログラム講習会を目的別に分け、試験対策講座と実践研修を新設

【効 果】PMS資格取得を目指す講習会受講希望者は2日間の日程短縮となる
実践研修はP2M実践力を高めるための研修であり、どなたでも受講可
各種受講証明書（CPUポイント,PDUポイント）を発行

3.

P2Mの特徴
日本発のプログラム＆プロジェクトマネジメントの知識体系

日本で生まれたガイドブックで、日本のマネジメントの特徴や良い所を記述

2. ミッション志向で価値創造する実践的アプローチ

AsIs-ToBe分析、3Sモデル（スキーム､システム､サービス）などの実践的手法

ISO21503（プログラムマネジメントの手引き）対応済み

プログラムマネジメントも国際標準化の進展に合わせ改訂

※GAPPS：Global Alliance for Project the Project Professions “gapps pm“で検索
GAPPSのプログラムマネジメントに関するベンチマーキングで高評価

1.

PMC講習会
（4日間）

PMSプログラム講習会
（4日間）

PMSプログラム
試験対策講座（2日間）

PMC講習会
（4日間）

P2Mプログラム
実践研修（2日間）

PMAJオンライン講座に吸収

PMSプログラム試験、PMS
資格試験のための試験対策

変更ナシ

変更

PMS講習会（8日間）



P2Mは日本生まれのプログラム＆プロジェクトマネジメント

資格試験 試験範囲 受験料（税込）

PMS資格試験 P2M標準ガイドブック全て 100問 150分 39,270円

PMSプログラム試験
P2M標準ガイドブックの
第2部、第4部、第5部のみ    50問  75分

22,550円

PMSプログラム試験の受験資格拡大

P2M Program & Project Management 
for Enterprise Innovation

２.

１.
代表的なプログラムマネジメントの資格

PMAJのPMS資格

そのプログラムマネジメント標準はGAPPSで高評価
※GAPPS：Global Alliance for the Project Professions “gapps pm“で検索

PMIのPgMPⓇ 現在、英語での提供のみ

PMSプログラム試験はPMS資格試験の半分の試験範囲と受験料

PMSプログラム試験日程

試験実施月
申込み期間 試験期間

開始日 締切日 開始日 締切日

2026年6月 4月1日 5月20日 6月1日 6月30日

2026年10月 8月1日 9月20日 10月1日 10月31日

2027年2月 12月1日 1月20日 2月1日 2月28日

PMP
Ⓡ

等資格保有の皆さんへ
プログラムマネジメント資格にチャレンジしませんか

PMSプログラム試験の詳細はPMAJホームページをご確認ください。
（ https://www.pmaj.or.jp/p2m/exam/pms_pg/top.html ）

PMSプログラム試験の手続き

①「P2M標準ガイドブック」を書籍通販や一般書店から購入し勉強する。
②合格をより確実にするため「PMSプログラム試験対策講座(2日間)」を受講する。
③受験希望日、受験会場を決めPMSプログラム試験の申し込みをする。
申し込みには事前にPMAJから認定番号を取得する必要がある。

次の資格をお持ちの方はPMSプログラム試験合格で
PMS資格を取得可能（2016年度から）

・ 情報処理技術者（プロジェクトマネージャ）・ 技術士（総合技術監理部門）
・ ITC（ITコーディネータ） ・ CM（コンストラクション・マネジャー）
・ 中小企業診断士   ・ PMP Ⓡ 

https://www.pmaj.or.jp/p2m/exam/pms_pg/top.html
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